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在外研究から帰って
中　村　賢一郎
　建国200年のアメリカで，さらに大統領選挙（閏年）が重なったためか，ア
メリカ人の大半が陽気で浮かれ気味にさえ思われた。
　他国の文化や思考の特徴を把握する最も簡単な方法は，その国の誰かと交際
することである。昭和50年度の在外研究を命じられていながら，実際にはその
翌年に渡米しえたことを幸いに思う。経済制度と人間行動の関連を分析する目
（8）
的で，とりあえず制度学派の思想と学説に関する資料の収集に専念する決心で
いた小生に，全く別の方向を示唆してくれたのは，クレアとウェーンだった。
　A）図書館に閉じこもることの意義一確か7月15日の深夜，大統領候補者
カーターのTV演説を聞いたあと，大学キャソパスを通り抜けて下町の食堂
CRUNCH（Fish’n　chips）に行った。途中，図書館で読書に余念がない学生た
ちの姿をみて，自分も研究に精を出さなくては……と思い，同乗の数学者ウェ
…ンと教師の在り方などを話し合った。
　質問は，Summer　Sessionとはいえ，　Spring　Semesterからはひと月も過
ぎ，Fall　Semesterまでには，まだふた月もあるのに，なぜこうも多くの学生
たちが夜中の12時過ぎに机にしがみついているのか，ということであった。ウ
ェーンの返事は単純明快。周囲が静かで，外出の誘惑もないからだ，と。
　食事のあと，SAMBOでonion　ringとやらを食べ，さらにFRIENDLYで
アイスクリームを腹につめこむ。もっとも，アイスの種類が40～50もあるのに
は驚いた。注文が大変だ。とにかく，よく食べる国民だと思う。いつかTV
が，アメリカ人は世界ひとり当り平均の4～5倍を食うと伝えていたが，全く
その通り。この大学Syracuseは，小生の研究領域に入る学者J．　R．　Commons
が追われた場所で，思想的には中道穏健の感じがする。当然のことながら若
者や黒人やポール（自分達でPolackと言うのだからあきれる）を除けば，
CarterよりもFordファソが多い。前者の早口（slur）に較べれば，後者の
articulate　speechは一層oratorらしく，そのうえ聞きとり易い。
　研究目的で渡米した以上，友人との付き合いよりも図書館に閉じこもる方が
大切だという考えは，日本的感覚からすれば非常に納得のいくものだと思う。
自分は経済学史が専門だから，必要な史料を出来るだけ集めて帰国すれば，そ
れだけ立派とお誉めの言葉を頂けるか尊敬の対象になることは受け合いだ。し
かし友人たちの考えは違っていた。何故に他国に在って人との接触よりも孤独
の資料室や図書室に閉じ込もろうとするのか解せない，という。行動を通じて
学ぶbehaviorismの現われかと考えながら，反面この大学はteach三ng－oriented
の先生が多くてresearch・orientedは少ないのかとも思い，日本ではこの後者
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の方が重視されてきたといったら，逆にアメリカでは前者の方が重要視されて
いるという。70年代の前半に各大学が相前後して導入したという例のStudent
Evaluation　for　teachersによる学生への気兼ねというか余計な配慮のせいか
もしれない。
　結局，多くの教師は研究室をo缶ceと呼び，もっぱら学生との応待を中心に
教育的なことのために使われているようだ。
　B）研究態度の日米比較一社会・文化・生活様式が違うかぎり，研究態度
も違うのは当然だ。月2回の研究会Economics　Clubは，その名の通り入会
資格がclubbyだが，良い点としては問題のnitty・gritty（pivot）をつかむため
なら会の延長は食堂にまでもちこまれることだ。その点，my　favorite　restau－
rant　BONANZA（ここでは，牛肉リブ・アイが僅か2ドル半で食える）を会
合の場にしてくれた。お気に入りでは必ずしもないが，車を手に入れるまでの
数ヵ月間，小生に食事を提供してくれた2キロほど先きの食堂（Inamed　it
MOTHER“LUMS”）は，講義のあとでの学生たちとの食事と会合の場にな
った。
　経済学史プnパーについていえば，学者の研究態度は「寄らば大樹の陰」式
で権威ある西欧人学者にとびつき，机上の研究を最高と考え，追創造を夢みて
Smithian，　Marxian，　Keynesian，　Walrasian，　Pigovian，　Leninist，　Weberian等
々を研究上のcitadelと思いこみ，自己の自由な創造的研究の場を権威への
隷従という形で容易に放棄してしまう。これを小生のケースに適用すれば，
Institutionalismの研究のためならば，米国社会の現実を見聞したり人々との
接触を楽しんだりすることなどいとも容易に犠牲にし，史料収集に専念しうる
はずである。
　我国では，研究者の通念として，ひとつの思想や原理の体系にとびこむと，
それに安住して全体的な枠から離脱しないことを願い，枠自体については，ペ
ソを折るかもしれないprecipiceへの限界と考えがちである。研究の場という
ものは，そうした閉鎖的排他的な安住の地であるよりも，むしろその体系の外
枠が非常にprecariousで，それゆえにinterdisciplinary　studyを許容する性質
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の，したがって何ものにも拘束されない自由への広がりをもつものでなければ
ならない。それゆえ，何か現代経済の複雑さとmonismの限界を知り，　clue
to　the　Pluralismをつかんだかのように感じた次第である。
　要するに我国では，いまだに権威が学問の世界でも幅をきかし，多くの学者
は自己を権威への奴隷たらしめることによって真の意味の研究から自己を遠ざ
けようとしているように思われる。仮りに円状の研究領域がひとつの思想なり
理論なりについて開かれたとすれぽ，そのなかに入るための切符を必要最小限
の関連知識によって入手したあと，その体系の核心への接近は諦らめ，体系自
体の枠を護るための先兵として内ゲバまたは外ゲバに狂奔するようになる。む
しろその枠を除去し，最初から核心にとびこんで体系の何たるやを把握し，枠
外への自由な出入りのなかに創造的な研究の場を設定すべきだ，と思いはじめ
た。
　C）ひと月の大陸横断の旅一FRIENDLYから帰宅して紙片に驚く。店で
議論の途中，たしかrest　roomに行ったウェーンが，小生の図書館に閉じこ
もるか否かのことで近くのクレアに電話をしたに違いない。その紙片には，
“Ken，　I　wish　to　speak　with　you　about　traveling　westward　with　Bob，
Jane　and　L　It’s　1：50　a．【m．　now．　We　will　return　home　by　2：15　a．　m．　Come
｛lown　to　our　house．”（Clair）
とある。結局，8時間後の朝10時には，約ひと月の横断旅行に出かけることに
なる。いかにbehaviorismの徹底した国とはいえ，このimpetuousityには閉
口した。Wrestlingのcoachもしている体重250ポソドのクレアは，ハスキー
の塊を想わせる。一般に米人は，それに拘束されるかもしれないcredoないし
creedを観迎しないが，壁にはConfidence　is　a　Killer　Instinct　plus　Much
Drill．と書いてあり，その体からみて小生はskinny　Kenと命名されてしまっ
た。そのくせsma11・scale主義老で，故シューマッカー一一のSmall　is　Beautiful，
1973．に心酔し，Bigger　isn’t　always　better．　Small　is　not　only　better，　some－
times　it　is　a　necessity！を幾度か強調していた。
　出発して，Rochester／Buffalo／Niagara　Falls（1泊），そしてHamiltonの
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先きにLondonがあり，金箔の大きなビルを眺めつつ，100マイル先きのDe－
troitに1泊，早朝から雷雨の中をCicago／Wisconsin　Dellsと急ぎ，この地
で絶景（standing　rocksは堂が島の比ではない）にみとれ，1泊したあと
Minnesota／South　Dakota／Wyomingの5日間は暑い砂漠の旅になった。
　由緒あるPipe　Stoneでインディアンの傑作に驚き，スウ族のSioux　Falls
で適当なKOAを発見，　pit　toiletに絶望し，焼鳥（shishkebab）のネギ（Welsh
on三〇n）がなくて本当のonionを使うが鉄箸に刺さらない。料理は米国発明の
hamburger，　beef　chow　mein，　sandwichをはじめ，　chile　con　carneにいたる
まで何でも作る。樹木を全く見ない数日間が続き，Mako　Sica（land　bad）を
仏系移民がTerres　Mauvaisesと訳したBad　Land（その意味は土地がsterile
のことでなく，dithcult　to　travelのことらしい）の村や部落で「ただいま人口
85名」と立て板に書いてあるのに淋しさを感じた。この地で，“Much　of　the
area　within　the　bad　Iand　region　is　Ievel　and　fertile　and　covered　with　good
grass”・と書いてあるのは，想像を絶する。そしてawkwardな地・名（Kadoka／
Tokadoka／Conata／Onida，　not　Oneida　near　Utica）は，益々歴史の興味をか
きたててくれる。
　米国のHusky（森進一の声はhoarse　voice＞の象徴“bison”をみて，小さ
な子が「ママ，ビィスン」と指で示したら，母は「ノー，イッツ・ア・バイスソ」
と教えていた・Wall　Drugの店で西部的な雰囲気の食事を楽しんだあと，　Big
Foot　Passの先きに2ドルのKOA　Campgroundがあり，1泊。翌日，南下し
てWounded　Knee（Pine　R三dge　Indian　Reservation）を通り，ついに米国民
を多少なりともchauvinisticにさせる唯一の神社（shrine　of　democracy）Mt．
Rushmoreはvenerableだ。　G．　Washington，　T．　Jefferson，　A．　Lincoln，　T．
Rooseveltの巨像が14年かけて1941年に完了した，という。感嘆詞の連続一
Groovy，　No　words，　Wonderful，　So　great，　Money’s　worth，　Wow　beautiful，
Breathtaking，　A　wish　ful丘lled，　and　so　on．この地は，　Rapid　Cityから僅か
25マイルの南西にあり，半日以上も過したあと，Corn　Palaceや数々の思出を
あとに・シェリダン近くで1泊の他は一路イエローストーソに直行。Mt．　Teton
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の威容にみとれ，Snake　Riverのraft　ridingそしてYellowstonsのFaithful
Geyser，しかし8月上旬とはいえ夜の寒いこと，着れるだけ着て朝を待った。
新聞captionに28’skeetersとあるので何かと思ったらmosquitosのことだっ
た。火星軟着陸の記事に“Footpod”が動く，と書いてあり，これまた追いは
ぎに非ずしてModuleの脚だった。
　8月6日に全米contract　bridge　toumamentがUtahのSalt　Lake　Cityで
開かれるというので，狂気の沙汰としか思われぬ西部劇まがいの市オフトソや
ベア・レークでの泳ぎを除けば，見るものも見ないで直行した。クレアは僅
かの差で二位に甘んじたが，その間，ボクはオグデンから一度汽車Amtrak
Turbolinerに乗ろうと思ったが，16時間要し＄35かかるというので，　Western
Airlineで1時間（時差を含めて2時間）を＄63で飛ぶ方を選択した。ここで
みたMormonist　TempleはOrklandの山頂にもあり，スケールは劣るが近代
的で機能的にみえた。8月のSan　Franciscoは手袋とオーヴァを必要とする夜
霧（否，昼霧）の寒さで，折角の友人の招待で数日間を滞在したCarmelと
Montereyも風光明媚とは縁遠く思われた。
　帰途，再びSalt　Lakeに飛び，　Verna1近くのdinosaurを見物，　Denverで
2泊したのち，Coloradoに別れを告げ，　Nebraska／lowa／lllinoi／lndiana／Ohio
／Pen／and　NYCとArteria180から90に移り，8月中旬にようやく横断往復
の旅を終了した。愛車Volkswagen　Camperは青色で全日空の727の機首に
似ているが，すでにJAL・oPPyになった。幾度もengin　trouble，　flat　tire，
solenoid　accident，　etc．，　etc．，　etc．があった。もうrefrigeratorは動いてくれな
い。毎朝晩，風雷雨にめげずzip　and　unzipと動き回ったテント張りも，す
べて過去の思い出となり，幾ロールものフイルム現像にセラーの暗室でtoo
cyanic，　a　little　bit　yellowish，　more　magentaなどと不慣れなD．　P．　E．に苦労
する身となった。
　D）秋の紅葉を見に国境まで一北国の秋は急速にやってくる。あと一週間
でFall　Semester（Sept．15）カミはじまる。暖房は，そのころから翌年の5月末
まで連続する。月200ドルもかかるらしい。“Hailstone，　a　shower　of　sleet
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（SNAIN）and　the　first　accumulation　of　snow．．．．”これが9月中旬の定則で
（三寒四暖の逆），bad　weatherのadventがoctan，　sextan，　quartanと押し
てくるという。紅葉も早い。10月末には，悪天候のquotidianとともに寒さが
ten　or丘fteen　below　freezing　pointにも達するらしい。
　紅葉見物は，・・一カマ・ダイアモソドの産地で知られるHerkimerから
Mohawk　valleyを越え，無数の池のあるNYC最北東周辺にさしかかった。
Montrealもそう遠くない。－Hey，　MAN・tree－ALL！You’ve　got　to　be
kidding・などと騒いでるうちに目的地に来たらしい。車窓からカメラを構えれ
ば，ジエニイがHere　you　are！　Have　a　nice　shot．と興奮ぎみ。
　ススキを見つけて，英語で何？　と聞いたが，誰も知らない。植物学専攻の
教授もドント・ノー。秋の野に咲きたる花を指折りて……七種の花，といって
「萩・尾花・葛・撫子・女郎花・桔梗・藤袴」を説明したが，miscanthusが
上記のありさまで，解毒のarrowrootがやっと……。
　E）不合理な郵便小包料金一本を日本に送るべく，電話で何ポンドが限度
かを局に問い合わせたら，22ポンド（約10キロ）が上限で＄13goという。’何箱か
を送った数日後，別の局で雑談中に偶然に小包の話が出て，’船便で＄13堕は高
すぎるといったら，半分の11ポンドなら僅か＄　lzoだという。同じ＄　13POで11
ポンドの小箱が7，6箱つまり84ポンド分も送れるわけだ。“To　th6　tune　of　84
pound，　isn’t　it　？”返事に窮したらしい。“Then，　I　was　almost　ripPed　off　by
that　P，0．”黙ってしまった。結局，その局では「小さいほど運び易いから」
と理屈をつけたように思う。不合理ぎわまりない。’
　F）日本認識のアナクロニズムーNYCはH本の真裏。ある友人がPrue
Dempster，　Japan　Advances，1967．を持参して，松下電器は仕事に着手する前
にCompany　Song（For　the　building　of　new　Japan，　Let’s　put　our　strength
－Sending　our　goods　to　the　world－Endless！y，　like　water　gushing　from
the　fountain－Harmony　and　sincerity，　Matsushita　Electricity！）を合唱さ
せるとは？“ln　what　American　factory　would　the　workers　sing　it　before
starting　work？”とあきれ顔。すかさず，　IBMが1956年まで前会長Th．
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Watsonのもとで禁酒，禁カラー・シャツ，そして会社の歌をうたわせ服従を
命じたnotorious　exampleを話したら，けげんな顔をしていた。
　もうひとつ，確かNorbeck（Edward？），　Changing　Japan，1969（？）だと思
うが，日本のことを次のように書いていた。きわめて非常識な一例である。
　　The　average　citizen　owns　no　car，　has　never　ridden　in　an　airplane，
　lives　in　an　intensely　cramped　house　or　apartment，　and　practlces　the
　utmost　thrift　in　order　to　survive．．．．．
　The　modern　youth　of　Japan　who　fails　to　pass　entrance　examinations
　to　a　university，　and　others　who　feel　their　honor　has　been　impugned，
　may　resort　to　tradition　and　wipe　out　their　shame　by　suicide”．
以上は，きわめて極端な例かも知れないが，何と多くの学生たちから，次のよ
うな質問一日本人はいつごろから洋服を着用し始めたか，木の箱枕は具合が
よいか，などと質問を受けたことか。
　笑うに笑えない例をひとつ。一よく遊びに来てScrabbleで小生に敗北し，
consolation　prizeしかあげられないビル君，教科書のオリゴポリーはよほど発
音しにくいらしく，顔をしかめる。ローマ字式にすればよいのに，と苦笑。
ol－i－GOP－o－1yはシラブルのせいだからと，シラバリー（o－li－go－po－1y）を教
えたが，俳句の段になると古池やをブリユアイクヤとやらかし，Afog　hap－
pened　to　jump　into　an　ancient　pQnd，　and　its　resonance　came　back．（古池
や，蛙とびこむ，水の音）ということが当り前のことではないか，と笑う。母
音なしでは夜の明けぬ国country　of　the　rising　sun，　the　matriarchyとて，そ
の言語は欧米人にとり難しいらしい。指折って「ニクソソ」とsyllabaryを説
明しても，それを4つの音からなるなどとは考えない。“To　make　across　thru
culture”など，とんでもない。　Nirku－so－nはNix－on（2音節）になるから
だ。止むなく，orthography談義をしたが，暮も間近かの寒い日，　Wassail　Party
のあとで，日本には色彩画がないと思うが，といって彼が得意とする雄鹿の絵
を白地に黒で画き，別れのしるしにと，プレゼントしてくれた。そこに書きこ
まれた短文には，ASTAG　AT　EVE　HAD　DRUNK　HIS　FILL＿とあっ
た。翌日，2種類の辞書を留守中に置いて行った。添付の手紙には，次のよう
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に書かれてあった。
　　　　Dr．　Nakamura：
　　　　　Yesterday　evening　was　both　instructive　and　pleasurable．　May　these
　　books　assist　in　cleaning　up　the　contradictions　in　our　language．　Your
　　attention　is　directed　to　page　6320f　the　Etymological　Dictionary．
　　　　　Furter，　also　refer　to　page　304　and　see　the　word‘‘lucre”．　You　will
　　find　that　my　explanation　was　incorrect；for　that　I　apologize．　So　you
　　see，　professor，　I　am　not　yet　a　master．　It　is　not　good　to　bass’on　wrong
　　information．　As　I’ve　already　said　　very　instructive　even　fof　me．
　　　　　1丘rmly　believe，　w三th　all　my　heart，　that　Japan．and　the　U．　S．　A．
　　must　be　strong　allies．　That　is　our　only　hope　for　survival　in　the　poli．
　　tical　area．　Unfortunately，　it　is　di缶cult　to　ilnpress　upon　millions　of
　　people　the　need　for　understanding　between　two　diverse　cultures；
　　because　stand三ng　in　the　way　of　this　understand三ng　are　many　personal
　　prejudices　barring　the　way．　　　　　　　　　William　Chapman
結局，住所も知らせずに他州に仕事を見付けて去って行ったビル君。．もう会う
こともない。よき友であった。
　　G）農業は産業の基本か　　日本では，農業が最大の問題だ！　と質問する
学生。日米貿易の型についての議論は，レオンチェフ・パラドックスの名で知
られたアメリカの穀物輸出。　　日・本についても重農思想は妥当するはずだと
いう反論の矢がとんでくる。参考書には，・日本のとるべき農政が，貿易の保護
か自由化かの問題で次のように論じられていた。
Farming　is　the　greatest　problem．　It　is　a　matter　of　policy　to　decide
whether　it　is　better　for　the　industrial　workers　to　have　cheap　food　alld
so　be　able　to　accept　Iower　wages　and　keep　down　the　price　of　industrial
products　and　therefore　of　exports　at　the　expence　of　ruining　the　large
number　of　Japanese　farmers；or　whether　it　is　better　to　continue　to
protect　and　subsidise　the　far皿ers　so　that　Japan　can　continue　to　produce
80percent　of　the　food　she　needs，　but　at　high　prices．　In　this　case　she
must　export　more　manufactured　products　to　pay　for　these　imports　of
food（Dempster，　Japan　Advances）．
（16）
　つまり，かつて19世紀の半ば，イギリスが穀物条例の撤廃後に採用した食糧
輸入の自由化をおこない，食糧品のみならず工業品や輸出品などの価格引下げ
をも産業労働者の低賃金によって実現し，結局は多数の農民を犠牲にすべき
か，それとも農民保護により不効率な農業を温存し，穀物の高価格のなかで大
半の食糧需要を充足し，その高価格で国民生活を圧迫し続けるべきか，という
二老択一の問題であり，日本はドイツとともにこの後者に属すはずだ，と。
　H）ハンフリー農場一ハンフリー君が教室での減反・転地政策の話に興味
を示し，同一面積当たりの労働生産性は日本がNo．1だということを，生産関
数で説明しはじめた。彼は30代後半の学生で厚木基地にパイロットとして駐屯
したこともあるという。招かれてハソフリーズ農場へ行くことにした。そばで
聞いていたビヴァリ・ベルフォソテが，「ソー一・ユーアー・ファ・・一’？一！」と
言ったときには，別の意味のsegregationを感じた。間延びした発音のfarmer
がcontemptに通ずることく・らい知ってる。　Hugh　C．　Humphreyは顔色ひと
つ変えなかった。ビヴァリの姉は黒人歌手というが，、これじゃdesegregation
もヘチマもないと思った。余談になるが，この女子学生はoperatorだと教授
のひとりが言っていた。俗語とも知らずに，「君はオペレーターだと聞いたが，
どこの局で働き，それはpartかfull－timeか1と質問したのだから，我ながら
あきれる。
　乳牛80頭を飼い，車で何十分もかかる大農場（700acres）には驚いた。日本
が2．7acres（26　for　W．　G．，78　for　U．　K．，　and　290　for　U．　S．）を平均耕地面
積というから想像を絶する。奥さんの手作り料理と両親との談話のあと，可愛
いAlexやBrett君に浦島太郎や竹取物語を話してあげた。　Price　support
policyはわかるが，その2年後のProgram　for　the　retirement　and　diversion
of　paddy丘elds政策は解せぬと言い，　Petroleum　Crisis（オイル・ショックで
は通じない）直後のGovernment’s　reswitching　for　self－suficiency　to　en－
courage　farm　productionも農…政の失敗で，農産物輸入を自由化せぬ限り工業
生産に悪影響が生ずる，と強調していた。5倍の牛肉価格には，全くあきれて
いた。なぜ業者たちが幅をきかせ，国民をいじめ通すのか，と。江戸時代は侍
（17）
と代官が，明治から終戦までは軍人と役人が，戦後は業者と官僚が庶民を抑圧
し，対外的な保護政策が各時代の権力機構の支柱となっていたので，例えば今
日でも「とこさん」や「くろよん」は周知の税制で，それを票田政策が補完し
ている以上，容易には輸入政策は変えられないはずだと説明したが，依然とし
て解せぬと言う。
　子供たちと外に出て夜空のful1－moon間近かのgibbOusを眺め，狸の話をし
たが，bager程度で，　racoon　do9の愛嬌は通じない。狸爺や古狸が狐と結びつ
くお国柄とて，狸の通帳と酒徳利は金玉やおヘソ以上にmake　acrossに苦労
した。竹の中から生まれ美女に成人したが，数人の貴族や帝の求婚を退け満月
の夜に本来の月世界に昇天した「かぐや姫」に現実味をもたすべく，彼女は
consumptionで早死したと付言したが，その意味が誰にも通じない。結局
tuberculosisで一件落着。竜宮城へ行った浦島は，三年と思いきや三百年，玉
手箱のお伽話だが，おそらく南端の琉球へ行ったのかもしれぬと説明し，ボク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をなら象亀のガラパゴスか巨像のイースター島に行くんだが，と付言した。最近
の手紙にいわく，Are　you　still　thinking　of　riding　a　turtle　to　the　sea　on
Easter　Island　？と。
（ユ8）
